
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講談師の世界は昔から男性ばかりで、女性が増えたのはここ４０年くらい。 

神田氏が入門したときには、すでに９名の女性講談師が、それぞれ女性を武器にした新し

い講談の形を作り始め、後世の女性講談師の居場所を確保してくれていたときでした。 

男女でできることに差があったり、女性だからという理由で困惑したことも。 

そんな男性社会の中で女性の働きにくさや、これからどのようにしていけばいいのか、ご自

身のご経験を交えてお話いただきます。 

 

 

 

 

 

 

村上市男女共同参画講演会 

講師 神田 茜 氏 

 （講談師・小説家） 

３月１５日（日） 

村上市生涯学習推進センター 

２階大・中会議室 

参加費無料/先着５０人 

※手話通訳と要約筆記も行います 

 

申込は、 市民課生活人権室まで 

   電話：５３-３３６３ 
または二次元コードから 
（申込期限：3/13（金）正午まで）

【講師プロフィール】 

文化服装学院入学と同時に上京後、３０種類以上のアルバイト経験をする。 昭和６０年１２

月、二代目神田山陽（かんださんよう）門下に入門。 神田ふづき の前座名で前座修行を

経たあと、平成２年二ツ目、 神田茜を名のる。 平成７年４年真打昇進。以降は、古典講談

のかたちにこだわらない、今までにないタイプの新作講談の創作を始め、等身大の女性の

気持ちを面白く、せつなく 語った茜講談で独特のスタイルを作っている。現在 日本講談

協会 理事。一男一女の母でもある。 

 

テーマ「 男性が思う理想の女性、過去と現代 」 


